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一
、
岐
阻
久
々
利
衆
喧
嘩
の
始
末

岐
岨
山
家
、
縞
島
・
久
々
利
等
に
む
か
し
よ
り
の
地
士
拾
飴
人
有
之

候
て
、
尾
張
侯
の
奥
カ
に
附
置
か
れ
候
。
其
内
山
村
茜
兵
衛
・
千
村

卒
右
衛
門
雨
入
は
領
知
も
高
く
、
結
旬
。
一
件
九
人
は
八
百
石
よ
り
五
百

石
許
の
知
行
也
。
所
謂
九
入
者
千
村
次
郎
右
衛
門
・
山
村
清
兵
街
・
山

村
善
右
衛
門
・
原
十
郎
右
衛
門
等
也
。
寛
文
の
頃
耶
蘇
宗
門
御
沙
汰

般
密
に
て
、
一
家
々
々
よ
り
仮
面
を
仕
立
、
名
護
屋
へ
出
し
候
事
あ

り
。
共
よ
り
先
右
の
衆
中
、
名
謎
屋
へ
一
年
に
一
度
、
年
離
を
申
上

候
迄
に
て
、
出
仕
と
申
儀
も
無
之
候
。
若
し
書
附
帳
面
も
出
し
候
事
候

へ
ば
、
茜
兵
衛
・
平
右
衛
門
雨
家
は
高
知
に
て
、
切
々
一
飛
脚
も
出
し
候

故
、
そ
れ
へ
侮
附
し
て
九
人
の
者
よ
り
別
に
出
す
事
無
之
候
。
耶
蘇

宗
門
の
事
に
て
、
数
少
度
彼
此
と
有
之
、
飛
脚
の
往
来
有
之
候
に
付
、

幸
の
儀
に
候
間
甚
兵
衛
・
平
右
衛
門
雨
人
よ
り
取
立
候
て
、
名
部
屋

へ
可
差
上
と
有
之
に
付
、
自
然
と
頭
支
甑
の
様
陀
罷
成
候
。
就
v
共
九

人
寄
合
、
か
様
に
罷
成
候
て
は
雨
入
の
組
下
に
罷
成
侯
と
申
も
の

也
。
か
様
に
有
之
ま
じ
き
儀
に
存
候
趣
、
御
家
老
中
へ
迄
書
附
を
以

に
可
存
候
と
申
侯
底
、
清
兵
衛
不
同
心
の
返
事
に
付
抜
合
、
次
郎
右

衛
門
も
傷
つ
き
候
へ

E
も
、
清
兵
衡
を
ぽ
営
座
に
切
殺
し
申
候
。
式

謹
へ
出
で
戸
に
鎖
を
烏
ろ
し
‘
せ
が
れ
並
家
来
招
之
.
段
々
の
首
尾

を
申
間
切
腹
仕
候
間
‘
介
錯
可
仕
と
申
候
。
家
来
建
て
留
申
候
は
.
岐

阻
の
内
に
不
限
、
何
方
へ
御
退
被
成
候
て
も
自
由
に
罷
成
候
。
只
御

退
可
然
と
す
L
め
候
底
、
戎
郎
右
衛
門
申
候
は
、
い
と
と
を
切
殺
し

候
て
‘
何
方
へ
退
可
申
候
哉
。
只
と
く
介
錯
仕
候
様
に
と
て
、
共
健
切

腹
仕
候
。
清
兵
衛
供
の
者
共
様
々
申
候
得
共
、
難
な
く
借
宅
へ
か
へ

し
申
候
。
清
兵
衛
子
有
之
候
慮
、
尾
州
よ
り
被
召
出
候
。
次
郎
右
衛

門
子
も
其
後
被
召
出
、
今
又
次
郎
右
衛
門
と
申
供
。
皆
奮
領
は
被
差

除
‘
百
五
十
石
御
知
行
被
下
候
。

布
次
郎
方
衛
門
並
九
人
の
内
、
山
村
替
右
衛
門
は
岡
田
盟
前
守
殿

帯
也
。
則
岡
田
菩
六
郎
震
に
は
妨
帯
也
。
寛
文
七
八
年
夏
U
演
の

儀
に

τ、
共
拘
喜
六
郎
は
熱
周
遊
名
護
屋
友
ど
に
住
居
、
旬
日
次

郎
右
衛
門
宅
へ
か
け
付
候
得
共
‘
事
落
着
の
後
に
て
候
。
年
二
十

歳
許
の
皆
被
申
聞
候
。

此
時
菩
六
郎
‘
和
策
殿
の
師
匠
梶
原
源
左
衛
門
と
申
者
、
幸
に
有

合
候
て
周
遊
仕
か
け
付
申
候
旨
。
此
源
左
衛
門
名
血
管
の
事
共
覚
申

可
翻
小
既
巷
穴
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相
断
、
別
に
頭
被
仰
付
候
様
に
と
の
願
の
筋
に
候
。
尾
侯
御
聞
被
成

一
段
の
犠
に
候
問
、
於
名
謎
屋
頭
可
被
仰
付
候
。
代
り
/
¥
尾
張
へ

罷
出
候
は

r
、
夫
々
一
役
儀
も
可
被
仰
付
と
有
之
候
。
共
通
に
仕
見
候

慮
、
結
伺
初
よ
り
は
様
子
あ
し
く
罷
成
、
芭
の
尾
張
衆
同
前
に
相
見

勤
仕
も
出
来
、
心
外
の
儀
共
有
之
候
。
此
節
尾
公
御
仕
置
少
々
改

り
、
御
普
代
者
を
始
め
死
後
に
は
跡
目
知
行
半
分
宛
減
少
被
仰
付

候
。
共
故
九
人
寄
合
.
近
頃
口
惜
き
様
子
に
罷
成
候
。
此
方
共
の
内

も
、
高
一
死
後
に
領
知
減
少
被
成
候
は
ど
一
訴
訟
申
、
如
元
に
願
か

へ
し
可
申
候
。
若
不
相
調
候
は
ど
九
人
共
醤
領
を
立
退
申
か
、
高
一

調
存
外
の
様
子
も
候
て
.
-
人
に
て
も
罪
科
な
ど
に
被
仰
付
候
は

ど
、
九
人
共
に
切
腹
可
仕
と
か
た
く
申
候
。
然
鹿
九
人
の
内
受
人
死

去
仕
候
。
跡
職
の
俄
如
何
可
有
之
哉
と
申
候
底
、
減
少
被
仰
付
候
に

付
、
共
せ
が
れ
立
退
申
候
。
共
折
節
於
名
謎
屋
山
村
清
兵
衛
儀
、
足
紐

頭
陀
被
仰
付
、
江
戸
へ
御
供
可
仕
出
回
也
。
共
儀
を
千
村
次
郎
右
衛
門
借

宅
へ
参
申
開
候
。
衣
邸
右
衛
門
・
清
兵
衛
は
従
父
兄
弟
也
。
女
郎
右

衛
門
申
候
は
、
九
人
の
者
此
度
申
談
候
儀
は
.
生
死
を
ご
裁
に
極
め

候
て
約
諾
仕
置
候
慮
、
共
方
物
頭
に
被
仰
付
候
儀
、
一
往
内
談
に
も

不
及
請
合
候
儀
、
脅
以
て
聞
え
不
申
候
。
六
人
の
者
定

τ手
前
同
事

~ 

.
候
。
共
内
用
に
立
申
事
は
、
槍
を
馬
上
に
て
腰
に
か
た
め
奉
様
有

之
候
。
道
具
等
も
入
不
申
候
。
脇
よ
り
は
二
人
か
L
り
て
も
難
取

離
候
勺
自
身
取
候
へ
ぽ
共
飽
取
申
候
。
秘
事
に
仕
候
へ
ど
も
藤
太

夫
に
も
毅
被
申
候
。

一
、
一
色
内
蔵
助
の
忍
傷
事
件

寛
文
二
年
壬
貨
の
哉
、
御
勘
定
頭
伊
丹
播
腐
守
宅
へ
内
寄
合
に
付
、

岡
問
盟
前
守
未
明
よ
り
参
り
、
雨
入
に
て
番
附
共
見
届
居
被
申
候
。

明
六
つ
時
分
に
て
も
候
。
原
・
吉
原
の
御
代
官
一
色
内
蔵
助
、
次
の
間

よ
り
刀
を
抜
な
が
ら
提
げ
参
り
、
播
勝
守
後
よ
り
け
さ
が
け
に
切
付

申
候
。
盟
前
守
見
付
切
懸
可
申
と
被
仕
候
鹿
へ
、
是
へ
も
切
懸
候
。
盟

前
も
=
一
ク
所
手
を
負
候
得
共
、
内
磁
助
を
ぽ
絡
に
打
留
申
候
。
共
跡

へ
播
州
子
息
並
家
来
共
寄
合
‘
散
々
に
切
臥
申
候
。
間
も
な
く
御
老

中
久
世
大
和
守
殿
見
舞
被
申
候
。
播
州
息
絶
不
申
内
に
て
和
州
へ
被

申
候
。
私
事
常
々
騎
も
有
之
.
か
様
の
儀
に
罷
成
候
哉
と
可
被
思
召

哉
と
迷
惑
仕
候
。
金
〈
共
覚
え
無
御
座
候
。
内
磁
助
を
ぽ
盤
前
守
打

留
候
て
大
鹿
陀
存
候
皆
挨
拶
有
之
、
無
程
被
相
果
候
。
内
磁
助
代
官

所
に
て
引
負
有
之
候
に
付
、
共
儀
を
播
州
異
見
被
仕
候
由
。
共
日
御
.

用
に
付
召
寄
被
申
候
陀
付
、
何
と
ぞ
被
仰
付
候
哉
と
の
疑
有
之
候

一O
九




